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　【海外短期留学に参加】

ま   き   ば

　夕張高校魅力化事業の一環で、７月26日（土）から８
月４日（月）までの10日間、本校２年生５名が海外短期
留学として、オーストラリア（クイーンズランド州ゴー
ルドコースト）へ行きました。この海外短期留学の目的
は、夕張市が取り組む小中高の連携した英語教育で学ん
だ英語コミュニケーション能力を活かす実践の場とし
て、海外での語学研修・ホームステイを経験することで
す。また、テーマ学習を行うことで、グローバルな視点
を養うための機会を得るという目的もあります。
　なお、海外短期留学の市民向け報告会を10月10日
（金）17:45から「拠点複合施設りすた」にて実施予定
ですので、多数のご参加をお待ちしております。

海外短期留学

　今号の「よこがお」は夕張市海外短期留学に参加し
た、井尾　春乃さんと館野　真由さんの２人です。
　井尾さんは中学校のころから英語が好きで、英検受
験などに積極的に取り組んできた一方で、ネイティブ
スピーカーの方々と対面で話す機会があまりなかった
ことから話すことに挑戦してみたいと思い、短期留学
への参加を決めたということです。一方で、館野さん
は英語が好きで、語学力を磨きたいという気持ちと何
事にもチャレンジする精神を鍛えたいという理由で今
回の短期留学に参加したそうです。
　今回参加して良かったことは、たくさん英語で話す
事ができたことや、ホームステイ先のごはんがおいし
く、ホストファミリーと仲良くなれたことなどをあげ
てくれました。
　一方で留学先の授業が難しくて苦労したこと、バス
を乗り間違えてアプリを駆使したり運転手さんと話を
したりして何とか解決したことなど、様々な困難を乗
り越える経験が出来たそうです。
　これからの展望について、井尾さんは言語以外のコ
ミュニケーションの重要性にも気づくことが出来たこ
とに加え、物怖じせずに物事に飛び込んでいく精神力
が身についたということ、館野さんは英語を使う職業
を視野に入れて困難に立ち向かう力を生かしていきた
いということをそれぞれ話してくれました。
　今回の経験を今後に生かしてもらえることを期待し
ています。

　今号の「よこがお」３人目は日本の次世代リーダー養
成塾に参加した逢坂　勇矢さんです。
　逢坂さんは今回のリーダー養成塾の案内を見て、今ま
でこのようなプログラムに参加したことがなく、今回参
加しなかったら後悔するのではと考え、リーダー塾への
応募を決めたそうです。
　リーダー塾では、GHS（グローバルハイスクールサ
ミット）として、世界の諸問題について６組のグループ
に分かれて討論を行い、次世代の教科書づくりに取り組
みました。逢坂さんのグループではアメリカ・イラン・
イスラエルの３カ国の関係という難題について討論をお
こなったということです。
　また、大学の研究所の教授や外交官など、各業界の第
一線で活躍している方々からの講演を聞いたり、フィー
ルドワークとして宗像大社などを回って歴史などについ
て学んだりすることができたということです。
　今回のリーダー塾で濃密な時間を過ごすことで、今ま
で知らなかったことを知り、視野を広げることができた
そうです。また、活動をして学んだ議論の方法や組織を
まとめる技術を今後に生かしていきたいと考えていると
のことです。
　今後の活躍も期待しています。

  おうさか　いさや

 逢坂　勇矢　さん
【日本の次世代リーダー
　　　　　　養成塾に参加】



 1年「総合的な探究の時間」

清水沢地区フィールドワーク

　７月17日(木)、１学年「総合的な探究の時間」に
おいて、夕張市清水沢地区でのフィールドワークを行
いました。
　今回は、一般社団法人清水沢プロジェクト代表理事
である佐藤真奈美様から、活動内容を学び、今後の夕
張市について考えるための知識を養うために、昔の写
真をヒントに、その場所を探し、地域の方々にインタ
ビューをしながら今と昔を比較するというフィールド
ワークを行いました。
　生徒たちは、「町の人の温かさにも気づくことがで
きた。もっと昔のことも今のことも知りたいし、知っ
ておくべきだと思いました。」、「車に乗っていたら
絶対発見できないことがあっていい経験だったし楽し
かった」などと感想を述べていました。
　フィールドワークを通して、未来の夕張の姿を考え
るきっかけと、生徒たち一人一人が自らの探究活動を
行っていくための良い機会となりました。お忙しい
中、ご対応いただいた佐藤様はじめ、インタビューに
協力していただいた皆様に感謝いたします。

行　事　予　定行　事　予　定
９月　
　　４日（木）　２年生インターンシップ（～５日）
　　６日（土）　３年ベネッセ駿台共通テスト模試①
　１３日（土）　体育祭（夕張市文化スポーツセンター）
　１６日（火）　体育祭振替休日
　　　　　　　　就職試験開始
　１７日（水）　交通安全活動（～１８日）
　１８日（木）　生徒会役員選挙演説
　１９日（金）　小論文模試③
　２２日（月）　生徒会役員選挙投票日
　２４日（水）　高野連秋季大会（～２５・２７～２８日）
　２７日（土）　社会人マナー検定②
　　　　　　　　地域みらい留学フェスinオンライン
　２８日（日）　全商情報処理検定①
　２９日（月）　オープンスクール
　３０日（火）　前期終業式

夏期講習
　７月28日（月）より夏期講習が行われました。対象は
全学年で、希望する生徒が参加しました。T-baseから
の遠隔配信講習は国、数、英と共通テスト用の６教科を
実施しました。また、本校教員による対面の講習（数、
理）も行われました。１、２年生は来年度以降の進路の
ために、３年生は入試へ向けた追い込みのために、真剣
に取り組んでいます。
　夏期講習と平行して３年生の半数ほどが夏季休業中も
登校し、教員のアドバイスを受けながら、進学・就職関
係書類完成に向けて奮闘していました。

９月２９日（月）オープンスクール９月２９日（月）オープンスクール

　夏季休業中の８月４日（月）に、２年生就職・専門学
校進学コース生徒が５月より開始した夕張メロン苗育成
作業体験の最後の作業となる「収穫」を行いました。夕
張市農協にご協力いただき、紅葉山にある夕張メロン見
学ハウスで実施しました。
　「収穫」では、メロンの大きさや外皮の色、メロンの
傍の葉の状態など収穫可能なメロンについて農協の方か
らご説明いただき、一つ一つ確認をしながら丁寧に収穫
することができました。
　収穫したメロンは学校へ持ち帰り、一部を試食したの
ち、残りのメロンは日持ち実験への使用や、今後の商品
開発の試作材料として活用するため実だけを取り出して
冷凍保存しました。
　生徒からは「自分たちが作業に携わったメロンが大き
く育って良かった」「ハウスの中は暑くて作業は大変
だったが、たくさんのメロンを収穫することができて良
かった」等の感想がありました。
　夕張市農協の皆様、今年度も夕張メロン育成作業体験
へのご協力ありがとうございました。

２年生・商品開発と流通　

夕張メロン苗定植作業体験「収穫」


